
について～

世精の葺′サンキュ
ー基氏の雄をたついな－

練馬電話寵の

鯵が、着筆豊が書年ききへ葉ee7

oH能生磨ち構．自分の繍Cll・顔は想定ち棚

生まれ青っ磨ききちや繍録の後篇の書き紺
衝きIlわから鯵い。

曝
鴫輔の重電電柵に真電．帽のこきや
いろいろ掌ごと書手鐸

いつ頃から構民は蛤まっなの？

I900年：沖縄が与の持氏蘭越暮ら（Iヽウイze人）

I904年：重野産滴からの書棚の韓民（lヽウイ〇人）

↓規整iz輔車揃う
組415．000人の弓手十一シ手書が義持で暮らしてIle

真備の峯′サン手書の人京樽
鞠！．600人

簿外では日本人の僧標が高い

：詫号的一最湘
ジ，つ，ウ手十一シ手書は
知蔦を使って高真に慮柵する。

研修の調書

・日章な後塵
・三種後塵
・種義教麟営農
・後場行事への登か．持氏との実質

（青年エイサー．教書食．後年葉．重電長持まつII鯵と）

⇒　軸物を通して．自分のルーツを義越し暮す。

書経Ie葦川嶋シ手もei鵬・一一

を柵のIlういろ鯵轟へ引っ越し暮して住持接地
tIle宣寄書繍曲青書豪雪のse（子種も富む）

篇i蝿悶鷺・・・
筆書れ簾田から持回に引きしな生議書する入電
鴨のきき。

葉響きん桝Iヽウイへ義民LtIl纏う、寓らち◆ん構鴨噛？
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M調書世 言継

鯵が複ee舞鶴麟構良しなの？

◆出暮雲（仕事糠し）
◆後置からの電びよせ
雛岩館の8番で椿．きん鰭に細い雷も．もらえる艦棺楕少鯵かっ憲。

構民が鞄まっ癖当時の雛貌構？

・言葉・・・遇c鰭い

（義雄・スペインな・薫ルト桝ル寄・7ィりピン後鯵と）

・重箱富強・・・食べ物や具備鯵きき全く暮ら

※つらいこき楕あって毒、ウ手十一シ千種繕繕ち龍の噌るさで簾Il纏え磨。

善し亡．簿外で魂食をいっ繕い穏日で、亀田の凄農にも黒くし露点

きん鯵善欝をしこ婁定離厩雷鳥雪の孫・ひ稀が

香車宣露座へ真電、自分の也二里を知るI

⑪裏年とseeから珊鞭生定鯵が集tIl裏書か．
毒究刷上㌔，pIも纏シ手シ、等号ジル．Iヽウイ

㊧種鞭生のひIl粛cll青嶋んか種は轟青嶋ん舞う
構、簿外で暮らし噛め磨ee、とのよう鯵生講
書すごしてIIeeか．
→著しい生活でし憲が．がん構って魂会絶ち越谷っ爆

③珊生纏ち騰鱒の重機に宣照雄嶋へ集るのか開場
づ自分のIト●Yも細る定めに　　　　　　　掠d
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